
Jica Expert Conference Kanagawa

JICA帰国専門家連絡会かながわ

活動ニュース

平成 18年度総会 (第 5回 )
2KX16年 4月 15日 (土)第 5 FI総会力汀ICA横浜国際センターで開催されました。従来の帰国専門家間の交流、」ICA横浜を始
め、地方公共団体や国際交流団体などとの協力などをlilと して、教育機関への働きかけ、分科会活動の推進などの諸計画が
承認されましたЭり|き 続き、「JECKア ソシエイツ」 (NPO法人)の総会も開かれ、役員も選定されました。その内容は後述
されます。
会員皆様の積極的な参加が望まれています。

あ～すフェスタかながわ2006
JICA(国際協力機構)が陛界各国で活躍 している青年海外協力隊の活動を紹介しながら一般市民との交流を図る「あ～す
フェスタかながわ2006」 が 6月 3H(上 )4日 (日 )の両 H、 あ～すプラザ (JR本郷台駅)で開かれました。 EIl際協カセミ
ナーや事業紹介ブースを始め、数十に及ぶ参加団体が集まり、屋台村やワークショップなどで世界の食物あり、珍しい品物
あり、また舞台上での民族音楽を楽しむなど国際色豊かな会となりました。神奈川県の国際交流も一般市民の参加が多くな
り、 しっかりとこの地に根付いた様子が感じられましたっ

」ECK臨時拡大幹事会の開催
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東南アジア、中央アジア、アフリカの研修生が参加していました。
特にスイカ割では、研修生が初めて参加、熱心にスイカを割れるように声をかけてぃました。
自分が子供のころ夏祭 りで行った光景と合致していたので楽しい雰囲気を味わうことが出来ました。

横浜国際フェスタ
2006年 の「横浜国際フェスタ」は11月 18日 (土 )
19日 (日 )の両日パシフィコ横浜にて華々しく
開催されました。
今年は「フェスタ・アレグリア・ブラジル」
と「横浜だがしや学校」も同時に開かれたの
で、大勢の子供達の参加もあり、例年にもま
して賑やかなフェステバルになりました。我
が」ECKも パネルによる会の活動PRや恒例の
本場物の「胡椒販売」「各国硬貨の展示」など
でフェスタを盛 り上げました。
2日 間に10数人の会員が手伝いに駆けつけて
下さり無事に終 了しました。
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神奈川県の科学者・技術者等学校派遣事業
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実 施 報 告
次に、現在いろいろな分野で使われている代表的な鋳造

品をそのつくり方に触れながらスライドで説明し、更に展

示コーナーでセロケースに入れた組合せ写真と鋳物現品に

よって紹介して、それらの鋳物の役害1り について理解を深

めてItっ た。

[紹介した鋳造品の例]

(私達の身近にある鋳物たち)

銅像、門扉、マンホールの蓋、ピアノフレー

ム、風鈴、ミニカーのパーツ、水道管、排水

管、ガス管、チエインソーの空冷エンジンの

部品など

(輸送機械、産業機械の部品たち )

自動車のエンジン部品、船の推進器、原子力

発電所のガスタービンケーシング、大型コン

ピューターの八一 ドデイスク・ドライバー部

品、携帯電話用電波増幅器のケーシングなど

4.鋳物づくりの体験学習
直径5cmの 木製Fl板 に自分のデ

ザインで彫った木型をベース木型

に嵌め込んで砂型を造 り、錫の合

金を鋳込んで “マイ・メダル
"を

つ くり、体験学習の記念に参加し

たすべてのノL徒 にプ レゼ ン トし

た。

FL徒達は、特に(1)木型を砂型か

ら引き抜 き、自分達が彫ったメダ

ルのデザインが砂11の 中に現れた

とき、2)錫 合金の半球

状の地金がガスコンロ

上の鋳鉄製の鍋の中で

完全に溶けて液状にな

ったとき、そして最後

に、0崩 した砂型の中
から鋳込まれたメダル

が姿を現わしたときな

どに喚声をあげ、新しい苺
'実
を知り、学ぶことに大きな喜

びを感じているようであつたc
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この授業の対象校は小
。中学校併せて5校で、 10月末迄に既に4校の授業が終了した。」ICA専門家とし

て海外で行つてきた体験談なども交えながら行つている私の話は生徒達にも興味深
いのか好評であつた。

アンケー トで集めた生徒達の意見を現在取り纏め中で、その結果は今後の活動に活かし
て行きたい。
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“鎌 倉 の 大 仏 さ まの つ く り方 "の

神奈川県では県の企画部政策課科学技術班が事務局となっ

て、4～ 5年前から上記事業を実施している。

これは技術立国を目指す県の基本政策の一環として、将来

有為な若者の育成を目指して民間で専門家として富な経験を

もったボランテイアに講師を委嘱して、県内の小
。中学校に

派遣して自由なテーマで授業をおこなってもらい、′L徒達に

“ものづくり"を体験させ,その魅力を知って貰おうというも

のである。

本年度は15～ 16人の講師が9月 から40数校に出掛けて、いわ

ゆる “出前授業"を実施している。

1.私が提案したテーマは「鎌倉の大仏さまのつくり方」で、

高さ134m、 重さ121ト ンの巨大な鋳物を今から約750年昔

の鎌倉時代に、どの

ようにして造ったか

をメインテーマとし

て取りLげたc

2 そして奈良の大仏
さまとの比較か ら、

奈良の大仏さまが聖

武天皇の発意による

国家の事業として、大陸から招いた大仏鋳造の専Pl家集団

の手によって造られたのと異なり、民間の僧
。浄光の呼び

掛けで、信徒の喜捨と河内の鋳物師をリーダーとする日本

の鋳物づくりの集団によつて造られたことを図解しながら

紹介した。

特に強調したのは、奈良の大仏さまが台風でよく破損し

た苦い経験から “い 。がらくり
"と いう手法を開発して、

先に鋳造した部分と後から鋳造した部分がよく溶け合って

繋ぎめが弱くならないように改良した点で、これは日本人

ならではの知恵であり、

日本人はこのように外国

の進んだ技術を積極的に

導入する一方、更にこれ

に日本人特有の知恵を加

え、高いレベルの独自技

術を育てて、国を発展さ

せてきた事実である。そ

して、“ものづ くり
"の

産業分野は将来も無限の発展が期待されている魅力に満ち

た産業分野であることに注日してほしいと述べた。



NPO法人ニュース (第二回)
今回は、本年4月 3日 にNPO法人として登録 しましたJECKア ソシエイツ (通称 :ジ ェッカJECKA)の役員を紹介 します。
代表理事には、JECK代表幹事の中之薗賢治さん、常務理事には」ECK事務局長の谷保茂樹 さんが兼任で就任 し、日頃
から」ECKの ご意見番・スポークスマンとして活躍いただいている加藤博通さん、谷岡潔さん、山崎清人さんが理事に就
任、また長年」ECKの監査役として活躍いただいた物部宏之さんはJECK監査役を木戸宏さんにバ トンを渡 してJECKA
の監事に就任 しました。すでに企画はいろいろと出ていますが、どこから結実するか乞うご期待願います。

分 類

名 称

内 容

特 長

担 当

短期 (先ず2年位やってみたい)

1在 日外国人のための「日本語および日本人の習慣J講座、および

2.日本人の為の「国際化社会における外国人への応対」講座

1.外国人に「救急車」「病院」「住民登録J「入学手続きJな ど

の生活に必要な言葉や、日本人の習慣、例えば「考えてお

く」と云われたら概ね「拒否」のこと、など指導.

2.知 らない外国人に話し掛けられたときの心得・警戒心

と羞耳いい

受講料が取れる。冊子を作って買って貰える。

1.は 日本社会で安心して暮らして行けるための小さな知恵。

2.は 日本人が羞恥心から不親切になるのを防ぐために。

,夕崎担当ですが、企l山 i・ 場所探し・人集め(講師および受講生)・ 講

義・テキスト作成・広報活動・会計などあります、皆様助けて下さい:
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JECKア ソシエイツ事業提案 1 日付 :17 May 2006

JECKア ソシエイツ事業提案 2 平成 18年5月

アジア諸国大学図書館日本語図書室設置事業 (案 )
I 背景 アジア諸国の多くの大学は日本語学科を持ち、また、日本
を対象として研究する教員や学

`Lが

多くいる。したがって、日本語や

日本に関する教材や資料にたいする需要は非常に大きい。民間でも、

日本の経済・社会への興味が深化する一方、音楽、漫画、映画等日本

の現代文化が受容されるようになり、その対象が次第に日本の伝続文

化へ移行する傾向を見せている。それにもかかわらず、日本語や日本

に関する教材や資料を系統的に整備している公的RI書館や大学図書館

は皆無といってよいcそのような状況の ドで、日本語図書の系統的整
備は喫緊といってよい。

図書館は文化伝達の重要なインフラであるが、その機能はそれにlL

まらない。現在すでに、アジア諸国の多くの大学図書館システムはコ

ンピュータ・ソフトウェアによって整備されており、その相互接続は

資料情報交換のみならず語学教育等のカリキュラムヘの援用等にも応

用可能である.

一方、日本の大学図書館や公的図書館では年々大量の図書が廃棄処

分となっている。また、大学教員が所蔵していた図書・資料もその多

くが退職時に廃棄されている。それらは、社会科学、自然科学あるい

は文芸にいたるまで多くの分野にまたがる。また、年鑑、月刊等の定

期刊行物や辞書、辞典も多岐に,1る。それら出版物の多くは日本国内

においては図書館等に整備されているが、アジア諸国の図書館では貴

重な図書資料である.それらの ‐部は日本の大学の提携校に寄贈され
ているが、図書館の受け入れ態勢が整備されていないため、未整理の

ままに放置されているのが実態である。

当然ながら、系統的図書資料の整備は、アジア諸国に滞在する日本

人と/1N業にも有用であることは11う をまたない。

Ⅱ 事業目的 アジア諸国大学図書館内に日本図書室を設置し、その
維持管理のための図書システム構築を行う。そのために、短期的には

司書と図書システム技術者の派遣、および、長期的には担当司書育成

を行う。さらに、図書システムを利用した相互語学研修制度と支援シ

ステムを構築する。

ⅡI 事業内容
1対象大学図書館選定 基準として、日本語学科を有すること、日
本合弁企業が多い地域にあること、日本の大学との提携校である

ことc例 北京大学、南京大学、大連交通大学、慶IЧ大学、タマ
サート大学、マラヤ大学、アテネオ大学

2日 本の提携大学選定 アジアの対象大学との提携校の中から選定c

3大学図書館協議会の協力
4図書資料交換
5図書システム構築と接続
6司書の派遣
7対象国の日本図書担当司書育成
8相互語学研修制度

IV 実施計画
別添資料参照。

ヽ
‐
予算

未定。

付 大連交通大学案
当事業の第 ^の対象として大連交通大学を提案する。その理由は以

ドの通りである。

大連交通大学は総合大学への拡大を計画しており、日本側カウンタ

ーパートは亜細亜大学である。早ければ今年の秋学期に発足の予定と

いわれている。総合大学には日本語科日の設置も計画されており、そ

のためには日本語図書の整備が不可欠である。

一方、現在、大連ではJICA事業として「日中友好大連人材育成セ

ンター」が進行している。その目的は大連における日系企業中国人従

業員や日系企業に就職希望者のための訓練コースの実施であるcその
運営 には大連交通大学が当たることになっている (詳 細 は、

http″¬Twjicagojp/cllinνc∞peralon/proJecし /02 html参照 )。 しかし、

当該センターの研修カリキュラムに必要な日本語教科書や参考書はセ

ンターが準備するとしても、それ以外の図書資料は限定される。

上記のように、日中友好大連人材育成センターと大連総合大学構想

は進行中であり、ともに日本語図書の充実は必要不可欠の事業といっ

てよい。また、大連工業団地には多くの日系企業が操業しており、そ

れら企業および従業員による大学図書館利用も視野に入れることが望

ましい。



任国あんなこと|こんなこと|

「 イ ン ドネ シア版‐貧乏暇 な し」 (高垣 泰雄 会員 )
インドネシアにも日本で言う「貧乏暇なし」に相当する成句があり、
Singkatan(シ ンカタン:頭文字を取った略語のこと)ではBP8と いうそ
うです。
これを書くと以下のとおりです。最初がスペル、次が表音、そして最後
が語順どおりの直訳です。「Pergi Pagi Pulang Petang Beketta Pontang‐

Panting Pengasihan Pas― pasan、 プルギパギ プーランプタン ブクル
ジャポンタンパンティンプンガシハンパスパサン、行く朝 帰る夕方
仕事ドタバタアクセク御報謝ギリギリ。J別に、P4と いうのがあって同
様に、「Pemimpin Pergi Pegawai Pulang、 プミンピンプルギプガヮイ
プーラン、上司行く職員、帰る」というものです。 原語では頭韻、脚
韻を踏んでいるので、表音でもリズムがあります。うまく訳せませんが、

強いて意訳すれば以下のとおりかと思われます。「朝は朝星、夜は夕星、
昼は梅干いただいて、朝から晩までこき使われて、いただく給与はすず
めの涙。」、「(役人の)上司が出かけりゃ、職員帰る。」
これだけでは、何が面白いのかよく分からないことと思います。調べて
みると、公式にBP7と P4と いうのがあるんです。BP7と は、Badan
Pembinaan Pendidikan Pelksanaan Pedoman Penghayatan dan

Pengamalan Pancasilaの 略で、1979年の大統領決定で組織されたパンチ

ヤシラの認識と実践を各層に指導することを目的とした政府機関の名称
のシンカタンです。P4と は、PedOman Pengamalan dan Penghayatan

Pancaslaの 略で、「パンチャシラの認識及び実践のための指針」で小学
校で必ず習うものです。このパンチャシラと言うのは、1945年 8月 17日 に

独立宣言を行った スカルノ初代大統領が提唱した建|コ 5原則のことで、

①神への信仰、②人道主義、③国家統一、④民主主義、⑤社会正義を言
います。

もうお分かりですね。彼らは公式のBP7と P4と いうシンカタンを文字っ

て、BP8と P4を ひねり出して、お堅いお役所からの強力なご指導に対し
て、ユーモアたっぷりに皮肉を込めて、言葉遊びを楽しんでいたんです。
このような言葉遊びを見ると、彼らはしたたかで、また遊び′いに富んだ

人 だ々なあと感心しています。

横浜市の中心街馬車道通りにある

「たらふくJの紹介

馬車道でまぐろ専門の店を経営している「荒川」

さんです。お昼はまぐろ定食600円 から販売し、多
くのお客が食事に来ています。午後 1時を過ぎると

☆次回から特集テーマを決めて掲載します。☆
マニアの投稿大歓迎H

「私のメキシコ体験記・異文化との出会し」
第 1回～太陽の国・ メキ シコ  (佐藤 満寿哉 会員)
私がまだ現役のテレビディレクターだった1994年春、JICA(ジ ャイカ。日

本国際協力機構)か ら日本の裏側に近い国・メキシヨに派遣されることにな

りました。メキシヨシティにある国立テレビ研修所でのプロジェクトに参加

し、テレビ番組造りの強化・指導のためでした。海外には、放送大学での仕

事でイギリスで1カ 月ほどのロケ、また、同じ」ICA派遣でTV小説「おしんJ

を現地語に吹き替えるためインドネシアはジャカルタのTV局へ2カ月ほど

行っており、多少の経験はありましたが、今度行くなら今までと違った文化

を持つ国へ行きたいと思っていたので、この派遣は渡りに船でとても良いタ

イミングでした。
メキシヨ合衆国は日本の5倍の広さと9T・万程の人口で、人種構成は自人

10%、 メスティーソと呼ばれる混血が60%、 インディオが30%と いわれてお

り、先住民のインディオは、元はアジアのモンゴロイド系の人種が大占の氷

河期にベーリング海峡を渡ってアメリカ大陸にL陸、南下してきて中米や南

米に住教つき、やがてトウモロコシなどを中′とヽにした農耕生活へと変化して
いったようです。

そういえば、メキシヨ国内を旅しているとインディオやメスティーソの中に

日本の友人に似た顔の人を見つけて、ハッとしたことが何度かありました。

首都メキシヨ市は人112千万、標高2,200メ ートルもある高地にあり、着任

してしばらくは少し走っても息切れし、その高度を実感させられたものでし

たこ日本のスポーツ選手なども、よくメキシヨで高地訓練などをしていたよ

うですcこ こで少しこの国の歴史をのぞいて教ましょう。メキシヨ最占の文

明はオルメカです。そしてマヤ・テイオティワカン・サポテカ・アステカな

どの文明が一時代をlnJ‐ しましたが最後のアステカ帝国が、1519年、エルナ
ン・コルテス率いるスペインに征服され以後、長い間、ス
ペインの植民地となり、近代には、1845年 アメリカと紛争
になり最終的には、今のテキサス・カリフォルニア・ニュ
ーメキシヨ・アリゾナなどの大領土をアメリカに割譲した

のです。現在、 3千キロに及ぶアメリカとの国境線があり
ますが私達がアメリカ合衆に|をアメリカと呼ぶとメキシヨ

人は「私たちもアメリカに住んでいます」と言うのです。

確かにメキシヨもアメリカ大陸にあるのですが・…・・.

そんないきさつからか、メキシヨ人の一部にはアメリカ合衆国に好意的では

無い人もいるようですc領上の一部を取られたという気持ちがいまだあるの

でしようか。

しかし、全体的にはラテン系の国らしく、人はいいし、陽気でり|る く踊りが

好きでとても付き合いやすい人達です。日本人とは相性もいいようです。

そして僕は早春のある日、15時間もかけて、未だ見知らぬ「太陽の国Jメ キ

シヨの地を踏んだのでした。

編集後記
横浜」CAの 3階。国際協力連絡室にJECKの部屋が出来てから、
早 4年。さまざまな団体が同じ部屋を足場に活動して来ました。相
互の交流も次第に深まると共に、」ECKの会員が出入りする事も多
くなりました。現在は殆ど、毎週火曜日の午後から、幹事も含めて

数人以上が集まり、ワイワイガヤガヤとアイデアを出したり討論を

したり、お互いの専門の話を聞いたりしています。そして日も暮れ

るころになると肩を並べて、今号にも出ている「たらふく」などに

出かけ飲み会が始まるようです。

会員の皆様も、ぜひ一度、もつと気楽に連絡室に顔を出してほし

いと幹事団―同、願つております。

(佐藤)
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定食が500円 になります。
夕方からは、いっぱい飲み屋

になります。まぐろをつまみに

焼酎で一杯なかなかいけます。

本人も」ECKの活動に感銘し
て促メンバーになりました。

もし、横浜の関内周辺に業務

できた場合、昼夜間わず寄つて

みてください。


